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○適用範囲 
 認 定書 『Ｎ ＦＮＮ －９ ９ ３ ２』 （別 添）・ 概要  
          

本構造方法は、建築物の屋根の全部又は一部を日本工業規格 JIS K 6719 及び  K 6735 に適合した厚さ８ｍｍ以下のＰＣ板を用い、建築基準法 施行

令 136 条の 2 の 2 第一号に規定する基準を満たす構造とした建築物（不燃性の物品を保管する倉庫等その他これに類するもの）。 

○用語の定義 

＊ポリカーボネート（ＰＣ）板等の部分                                                             

屋根及び外壁のＰＣ板で造られた部分ならびにこれを支持し又は補強するための取り付け金具その他これに類する部分 

＊ポリカーボネート（ＰＣ）板屋根部分 

ＰＣ板等の部分を有する建築物の部分で、その他の部分と床又は壁若しくは戸で区画された部分、又は、ＰＣ板等の部分を有する建築物の全体 
 

  

構 造 
 

用 途 
防 火 上 の  措 置 

設置できる床からの最低高さ 備  考 

 

 
Ｐ 

 

 
 

（開放型） 

A-①  
PC 板厚み 

 
最低高さ 

 
 
 
  （ポリカーボネート折板の 

 場合は見付面積に対する 

 等価厚さに換算する。） 
 

・水泳場  ・テニスの練習場  ・スケート場 
これらと同等以上に火災の発生の恐れの 1.5mm≦ｔ＜2mm 3.7m 

Ｃ 著しく少ないスポーツ練習場 2mm≦ｔ＜3mm 3.5m 

板 

屋 

根 

2.2 の基準により外周部が外気に開 

放されているもので、右記に掲げる 

A-② 

・通路  ・休憩所 

A-③ 

・自転車置場 

3mm≦ｔ＜5mm 

5mm≦ｔ＜8mm 

8mm 

3.3m 

2.9m 

2.7m 

部 用途その他これらと同等以上に火 
A-④ PC 板厚み 最低高さ  

 

（ポリカーボネート折板の 

 場合は見付面積に対する 

 等価厚さに換算する。） 
 

分 災の発生のおそれが少ない用途に ・不燃性物品を取り扱う作業場 1.5mm≦ｔ＜2mm 7.5m 

 

1／2 
供するもの A-⑤ 2mm≦ｔ＜3mm 7.0m

・遊技  ・イベント会場 3mm≦ｔ＜5mm 6.5m 
A-⑥ 5mm≦ｔ＜8mm 5.5m 

・停留所  ・バイク置場 8mm 5.0m 
（註）２．２の基準 ⇔ 以下の（１）から（３）の基準に適合すること 

（１）ポリカーボネート板屋根部分の常時外気に開放されている開口部（開口部の上端が天井面又ははりの下端の高さに設けられ、かつ開口部の大きさが高さ方向に２．１ｍ（天井面 又は

はりの下端が床面から２．１ｍ未満の高さにある場合はその高さ）以上確保されているものに限る。以下（２）において同じ）の面積の合計が、当該ポリカーボネート板屋根部分の 外壁又はこれ

に代わる柱の中心線（軒、ひさし、はね出し縁その他これらに類するものがある場合においては、その端。以下同じ。）で囲まれた部分の水平投影面積の１／６以上 
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であること。 

（２）常時外気に開放された開口部の幅の総和が外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計の１／４以上であること。 

（３）ポリカーボネート板屋根部分から、（１）及び（２）の基準を満たす開口部に至る水平距離が３０ｍ以内であること。 
 

 
構 造 用 途 

防火上の措置 
設置できる床からの最低高さ 備  考 

 

 

Ｐ 

Ｃ 

板 

屋 

根 

部 

分 

 
2／2 

 

 

 

 
(閉鎖型） 

 

以下に掲げる用途その他これらと 

同等以上に火災の発生のおそれが 

著しく少ない用途に供するもの 

 
 

B-① 

・水泳場  ・テニスの練習場  ・スケート場 こ

れらと同等以上に火災の発生の恐れの 

著しく少ないスポーツ練習場） 

 

PC 板厚み 最低高さ 

1.5mm≦ｔ＜2mm  3.7m 

2mm≦ｔ＜3mm 3.5m 

3mm≦ｔ＜5mm 3.3m 

5mm≦ｔ＜8mm 2.9m 

8mm 2.7m 

 

 

（ポリカーボネート折板の 

 場合は見付面積に対する 

 等価厚さに換算する。） 

 
ポリカーボネート板等の部 

分が延焼のおそれのある 

部分以外の部分に設けら 

れていること 

 

 

 

B-② 

・通路  ・収納可燃物の少ないロビー 

 

PC 板厚み 最低高さ 

1.5mm≦ｔ＜2mm  7.5m 

2mm≦ｔ＜3mm 7.0m 

3mm≦ｔ＜5mm 6.5m 

5mm≦ｔ＜8mm 5.5m 

8mm 5.0m 

 
 

構 造 ＰＣ板 屋 根 部 分 とＰＣ板 屋 根 部 分 以 外 の部 分 の区 画 

ＰＣ 板 屋 根 部 分 

以外の部分の構造 
1・ＰＣ板屋根部分以外の主要構造部は 

耐火構造とすること 2・ＰＣ板屋根

部分におけるＰＣ板等の 

部分以外の主要構造部は耐火構造と 

すること 

ＰＣ板等の部分から上部９０ｃｍ以内における外壁の開口部には法第２条第九号の二ㇿ  に 

規定する防火設備を設けること。 ただし、ＰＣ板屋根部分以外の部分のうちＰＣ板屋根部分

に隣接する部分を通路、収納可 

燃物の少ないロビーその他これらと同等以上に火災の発生のおそれの少ない用 

途に供する場合については、この限りではない。 

図１～図３の例示の記載あり（５頁参照） 
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